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今
こ
そ
、す
べ
て
の
市
民
の
皆
様
と
共
に
、

確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
知
恵
と
力

を
合
わ
せ
て
、
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る「
新
し
い
小
田
原
」を

創
る
と
き
で
す
。

新
し
い
小
田
原
へ

「酒匂川の鉄橋」
昭和３８年、巨匠・黒澤明監督と名優・三船敏郎さんらを中心に、一世をふうびした映画「天国と地獄」。
酒匂川橋りょう上で、列車の窓からかばんを投げ捨てるという身代金受け渡しシーン（写真右下付近）は、
時を越えて、多くの映画ファンの心に刻まれています。
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２００５年１０月。
「おだわら街なか起業家支援センター」は地域資源を生かし、
地域を元気にしようとする起業家の発掘・支援をするため
のビジネス・インキュベーション施設としてオープンしました。
起業家の相談・支援にあたっているインキュベーション・
マネージャー、初の卒業生（独立者）の声から、施設を開
設して２年半経過後の姿をお伝えします。
Y産業政策課　☎３３-１５１９

事業の“卵”が飛躍のときを迎えています

おだわら街なか起業家
支援センター
〒２５０-００１１
小田原市栄町１-２-１
小田原駅前ビル４階
☎２３-６６６０　6２３-３３９０

おだわら街なか起業家支援センター

温
暖
な
気
候
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘

め
た
ま
ち̶

お
だ
わ
ら
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
以

前
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。セ
ン
タ
ー
開
所
と
同
時
に
３
企
業
、

半
年
後
に
２
企
業
が
入
居
。
ま
ち
の
課
題
を
知
り
、
暗
中

模
索
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
こ
の
度
、
５
月

に
２
社
、卒
業
生
が
誕
生
。
小
田
原
の〝
可
能
性
〞の
旅
立
ち
、

と
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

小
田
原
の
潜
在
力
は
昔
な
が
ら
の
伝
統
工
芸
や
食
文
化
、

観
光
資
源
な
ど
。
そ
れ
に
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
志
向
の
高

さ
や
女
性
、
中
高
年
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
な
ど
か
ら

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
の
人
生
、
定
年
後
の

自
己
実
現
意
欲
も
と
て
も
活
発
で
す
。
皆
さ
ん
に
共
通
し

て
お
話
し
す
る
こ
と
は
、
リ
ス
ク
を
と

る
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
い
え
、
先
手
必

勝
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

こ
と
。
野
球
で
言
う
な
ら
先
制
点
が

大
切
と
い
う
こ
と
と
同
じ
意
味
で
す
。

　
「
起
業
す
る
に
あ
た
り
何
が
大
切
で

す
か
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
自
身
の
存
在
価
値
。
コ

ア
（
核
）
と
な
る
も
の
を
見
つ
け
る
、
つ
ま
り
、
ど
う
い
っ

た
特
色
（
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
）
を
見
い
出
せ
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
２
つ
目
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
意
識
。
お

客
さ
ま
の
た
め
に
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
ど
こ
ま
で
も
サ
ー

ビ
ス
意
識
（
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
）
を
追
求
で
き
る
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、
そ
れ
ら
特
色
や
意
識
の
伴
っ
た

事
業
計
画
。
年
度
、
四
半
期
、
月
次
、
週
次
と
い
う
区
切
り

を
明
確
に
意
識
し
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
こ
で
、
何
を
す
べ

き
か
を
、
よ
り
具
体
的
に
表
現
で
き
る
か
が
、
事
業
計
画

＝
覚
悟
計
画
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、

出
会
い
。
人
と
人
と
の
絆
が
、
と
き
に
、
思
わ
ぬ
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

自
身
の
可
能
性
を
信
じ
き
れ
る
か
た
、
一
緒
に
夢
を
実

現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。キ
ッ
カ
ケ
は「
お
だ
わ
ら
街
な
か
」

か
ら
…
。

サポートスペースなど 商談コーナー

インキュベーション・マネージャー  金
かね

綱
つな

 潤さん

人・自然・地域の
つなぎ役に徹して…

１人で悩まずに夢を話そう
カタチにしよう！
～小田原街なかでのチャレンジ～



23

起
業
家
の

か
た
が
た
は
…

●
地
域
の
特
性
を
生
か

　

し
て

　

お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業

家
支
援
セ
ン
タ
ー
の
入
居
者

や
起
業
希
望
者
の
相
談
に
よ
る

と
、
小
田
原
に
お
け
る
起
業
は
、

小
田
原
な
ら
で
は
の
地
理
条
件
や
地

域
企
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
事
業
の
〝
卵
〞
を
見
出

す
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
独
自
性
の
強
化
に
向
け
て

　

現
在
、
お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業
家
支
援
セ

ン
タ
ー
に
入
居
し
て
い
る
４
社
は
、
旅
行
会

社
、
建
築
設
計
事
務
所
、
人
材
派
遣
会
社
、

パ
ソ
コ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
。
い
ず
れ
の

企
業
も
、
地
域
と
か
か
わ
り
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
る
中
で
、
自
社
な
ら
で
は
の
力
を

求
め
ら
れ
る
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
営
業
力
・
提
案
力
を
高
め
、

他
社
と
の
す
み
わ
け
が
で
き
る
よ
う
な
支
援

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
に

　

こ
の
５
月
に
卒
業
し
た
旅
行
会
社
と
貿
易

小
田
原
は
恵
ま
れ
た
自
然
資
源
と
城
下
町
な
ら
で
は

の
観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
自
然
に
親
し
む

こ
と
を
目
的
と
す
る
ツ
ア
ー
開
催
と
い
う
本
旨
の
ほ
か
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
域
内
へ
の
お
客
様
の
受
け
入
れ
）
に
新
た

に
注
目
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
自
然
・
観
光
両
資
源
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
演
出
し
、
提
供
し
て
い
き
た
い
と
の

思
い
が
、
セ
ン
タ
ー
入
所
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
＝
「
自
然
の
小
道
」。
地
域
外
の

方
を
対
象
と
す
る
着
地
型
旅
行
を
浸
透
さ
せ
、
地
域
活
性

化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
起
業
を
考
え
て
い
る
か

た
、
新
た
な
方
向
性
を
捜
し
求
め
て
い

る
か
た
、
進
路
に
迷
い
が
生
じ
始
め
た

か
た
、
ぜ
ひ
と
も
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
さ
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
考
え
る
＝
協
働
、
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
。〝
き
っ
か
け
づ
く
り
〞
が
新
た
な

可
能
性
の
始
ま
り
で
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
と
は
…

「
自
然
研
究
路
」「
自
然
歩
道
」
の
意
。
１
９
５
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で

発
祥
。
国
立
公
園
や
学
校
教
育
に
お
け
る
環
境
教
育
、
野
外
指
導
の

場
と
し
て
発
展
。

会
社

の
２
社

は
、
今
後
、

市
内
で
営
業

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業
家
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
起
業
家
と
一
緒
に
、
地
域
が
必
要
と
し

て
い
る
ニ
ー
ズ
を
事
業
と
い
う
形
に
し
な
が

ら
、
地
域
と
関
わ
り
続
け
て
、
小
田
原
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

セミナー風景

ネイチャートレイル事務局
〒２５０-０８７４
小田原市鴨宮２６　秋澤ビル１０３
☎４８-７５７１　6４８-７５７６
Ｅメール　info@nature-trail.jp
ＵＲＬ　www.nature-trail.jp/

初の卒業生（独立者）、ネイチャートレイル  石田 靖さん

人・自然・地域の
つなぎ役に徹して…

会議室 ブース

小田
原駅
東口
方面

各種相談
起業したかた、

これから起業しようとするかたは、
ぜひご活用ください

【起業家応援セミナー】
＜第１回＞

７月１日j１９：００～２１：００　
テーマ・講師

旅行業界の動向とベンチャーに
求められるコト・モノ

・
クロスワンコンサルティング㈱

代表取締役社長
中小企業診断士
宇野俊郎さん

＜第２回＞
７月１０日l１９：００～２１：００

テーマ・講師
起業成功に導く事業計画の
策定と活用のポイント

・
㈱ビジネスナビゲーター
中小企業診断士
池田章さん

＜第３回＞
８月４日i１９：００～２１：００

テーマ・講師
起業家のための
税務処理のポイント

・
東京地方税理士会小田原支部
税理士　吉野広之進さん

【創業相談サテライトステーション】
経営や資金などの相談を、金綱
インキュベーション・マネージャー
がお受けしています。

日時
毎月第３土曜日１０：００～１６：００

【発明相談】
特許、意匠、実用新案など知的
財産権の相談を㈳発明協会・中
野幸雄相談員がお受けしています。

日時
毎月第２水曜日１０：００～１６：００
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以前から、海外のかたと交流すること
に興味があり、ぜひ行きたいと思いま
した。一番学びたいことは英語です。
日本では、テレビやラジオなどを聴かな
い限り、あまり、英会話に触れること
はできないので、チュラビスタの皆さん
との交流を通じて、「生きた英会話」
を学びたいと思います。
そして、恥ずかしがらずにどんどん話し
かけて、たくさん友だちを作りたいです。
ほかにも、生活習慣や特色など、ツ
アー観光では味わえない現地のかたが
たの過ごし方を見て、日本との違いを
肌で感じてきたいと思っています。

４
人
は
、
事
前
研
修
や
チ
ュ
ラ

ビ
ス
タ
市
か
ら
の
青
年
を
迎

え
て
、
国
内
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
８
月
４
日
b
に
渡
航
し
、

16
日
間
に
わ
た
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

両
市
の
親
善
を
深
め
ま
す
。

　

夢
と
希
望
の
懸
け
橋
と
な
る
４
人

へ
、
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
訪
問
へ
の
意
気

込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

夢
と
希
望
の
懸
け
橋
を
!!

小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
が
行
う
本
市
青
年
と
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ

ビ
ス
タ
市
青
年
と
の
相
互
交
流
事
業
は
、
今
年
で
25
回
目
。
今
回
も
、
４
人
の
青
年
を
派
遣
し
ま
す
。

Y
文
化
交
流
課　

☎
33
１
７
０
３

西山 未来さん

親善大使になることができて、とても嬉
しいです。チュラビスタのかたがたに、
伝統と歴史のある小田原市というまち
があることを知っていただく手助けを、
精いっぱいしていきたいと思います。
また、チュラビスタの派遣生と仲良く
なって『小田原市は良いところだな』と
思ってもらい、国境を越えて友情が芽
生えることを期待しています。
そして、私自身もチュラビスタでの経験
を小田原のかたがたにアピールさせて
いただきたいと思っています。
チュラビスタの現地のかたとも積極的
に交流していきたいです。

チュラビスタでは多くのことを学び、自
分をひと回り成長させて帰って来たい
です。私は青森県八戸市出身ですので、
客観的に小田原の魅力を伝えることが
できると思います。その土地の良さは、
地元にいるとなかなか気づきにくいもの
です。また、日本の文化を伝えること
で、日本についても、これからますます
学ばなければなりません。
派遣先では貴重な出会いや体験が一
生の財産となるように、積極的にいろ
いろな活動に参加し、現地のかたがた
と親睦を深め、また、一緒に行く仲間
とも絆を深めていきたいです。

チュラビスタ市との友好親善というチャ
ンスをいただき、新たな出会い、発見、
体験から多くを学び得て、国際交流・
グローバル化という時代、今何ができ
るのかを考え、この青年交流事業に
携わりたいと考えています。
「美しい眺め」に囲まれた現地における
活動、ボランティア、ホームステイを通
じて、人と人とのかかわり合いの中か
ら数えきれないほどの素晴らしい経験
や宝物、絆などが得られることを楽し
みにしています。そして、この活動で
学んだことを、次の世代の人たちへつ
ないでいきたいと考えています。

渡辺 絵梨子さん

竹井 春華さん

水口 理紗さん

ウェルカム、チュラビスタの皆さん！～海岸清掃＆バーベキューで国際交流～
来日するチュラビスタの青年たちと海岸清掃やバーベキューを行います。

一緒に楽しいひとときを過ごしませんか？
日時／７月２６日n９：００～ ※雨天中止　　場所／御幸の浜海岸
費用／５００円（小学生以下は無料）　　申込／７月２４日lまでに。

姉
妹
都
市

チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
へ
の

派
遣
青
年
が
決
定

4
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（年度）

　

一
般
的
に
行
政
改
革
と
い
う
と
、
職
員
削
減
、

予
算
縮
小
と
い
っ
た
厳
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。
本
市
で
も
厳
し
い
対
応
が
迫
ら

れ
、
職
員
数
で
は
平
成
６
年
の
ピ
ー
ク
時
に
比

べ
約
20
％
（
４
４
２
人
）
の
削
減
を
し
て
い
ま

す
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）。

「
地
域
の
活
性
化
」「
財
政
運
営
の
健
全
化
」「
職
員
の
意
識
改
革
」「
主
体
的
自
治

の
確
立
」「
市
民
満
足
度
の
向
上
」
の
５
つ
を
目
標
と
し
た
本
市
の
行
政
改
革
。

平
成
19
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

Y
行
政
経
営
室　

☎
33
１
３
０
５

行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
結
果

行
革
レ
ポ
ー
ト

　

し
か
し
、
本
市
の
「
行
革
」
は
削
減
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
生
活
に
安
心
や
満
足

を
も
た
ら
す
、
豊
か
な
地
域
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
築
く
取
り
組
み
も
数
多
く
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
は
１
１
８
件
の
行
政
改
革

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み

【
地
域
の
活
性
化
】

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
全
て
を
行
政
が
担
う
の
で
は

な
く
、
社
会
の
多
様
な
主
体
が
そ
の
特
性
に
応

じ
た
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し

た
地
域
社
会
が
実
現
す
る
と
同
時
に
、
地
域
に

活
力
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

●
オ
ー
ル
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
地
域
活
動
団
体
）

活
性
化
事
業

自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

子
ど
も
会
、
婦
人
会
、
消
防
団
、
青
少
年
活
動

団
体
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
多
く
の
活
動
へ

の
参
加
者
を
増
や
そ
う
と
、「
地
域
活
動
へ
の

ご
招
待
」（
地
区
紹
介
ち
ら
し
付
）
を
全
世
帯
へ

配
布
し
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
を
意
識
し
た
地

域
へ
の
呼
び
か
け
は
、
全
国
的
に
あ
ま
り
例
の

な
い
取
り
組
み
で
、
今
後
の
地
域
活
動
へ
の
参

加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
財
政
運
営
の
健
全
化
】

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
堅

持
し
つ
つ
、
財
政
基
盤
を
安
定
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
、
そ
の
他
の
行
政
資

源
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
職
員
か
ら
の
施
設
敷
地
内
駐
車
料
金
の
徴
収

平
成
19
年
４
月
か
ら
市
立
学
校
職
員
の
学
校
敷

地
内
駐
車
や
、
高
田
浄
水
場
、
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
な
ど
21
の
施
設
で
職
員
か
ら
駐
車
料
金
を

徴
収
し
、
２
，４
２
５
万
円
の
収
入
増
加
が
あ

り
ま
し
た
。

【
職
員
の
意
識
改
革
】

行
政
改
革
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
、

時
代
に
対
応
し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に

は
、そ
れ
を
担
う
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

●
マ
イ
ス
タ
ー
出
張
授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

教
職
員
に
多
様
な
指
導
法
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
界
の
専
門
家
を
講
師

に
招
き
、
出
張
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
劇
団
文

学
座
、
落
語
家
の
柳
家
三
三
師
匠
、
ス
ポ
ー
ツ

界
の
奥
寺
康
彦
さ
ん
・
高
野
進
さ
ん
、
声
楽
家

の
島
田
祐
子
さ
ん
の
貴
重
な
講
義
は
、
教
職
員

の
指
導
力
、
資
質
、
情
熱
を
高
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

【
主
体
的
自
治
の
確
立
】

地
方
分
権
が
進
む
中
、
自
立
し
た
都
市
経
営
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来
を
見
据
え
、
積

極
的
な
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
市
立
病
院
の
医
事
・
給
食
業
務
委
託
の
長
期
化

市
立
病
院
の
委
託
業
務
の
う
ち
、
医
事
業
務
と

給
食
業
務
の
長
期
契
約
化
に
向
け
、作
業
チ
ー

ム
を
設
置
し
業
界
各
社
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

委
託
業
務
内
容
、仕
様
書
、マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
、複
数
年
契
約
に
よ
る
競
争
入

札
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、単
年
度
で
１
，

５
９
２
万
９
千
円
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

【
市
民
満
足
度
の
向
上
】

行
政
改
革
の
結
果
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
市

民
満
足
度
の
向
上
で
す
。市
で
は
、市
民
満
足
度
・

重
要
度
調
査
な
ど
に
よ
り
、市
民
の
目
線
に
立
っ

た
顧
客
志
向
の
行
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
に
や
さ
し
く
快
適
な
施
設
整
備
事
業

か
も
め
図
書
館
な
ど
市
内
の
10
の
公
共
施
設
に
、

ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
・
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
・
授
乳
室
を

増
設
・
設
置
し
ま
し
た
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん

が
外
出
す
る
際
に
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施

設
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
に
や
さ
し

い
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

【平成１９年度の取り組みによる効果額】
２億２，４１４万４千円

歳出削減：１億７，８３６万１千円
（主なもの）
人件費の削減 １億　５４７万２千円
事業の見直し・合理化 ７，２８８万９千円

歳入増加：４，５７８万３千円
（主なもの）
学校職員などの施設敷地内駐
車の負担適正化 ２，４２５万円

使用料の見直し １，０９７万４千円
その他 １，０５５万９千円

【平成元年以降の職員数推移】
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歳入合計
６０２億

１，１００万円

歳出合計
６０２億

１，１００万円

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
最
終
予
算

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
行
政
事
務
の

経
費
を
中
心
と
し
た
会
計
で
、
19
年
度
は
、
６

月
・
９
月
・
12
月
・
３
月
に
補
正
な
ど
を
行
い
、

最
終
的
な
予
算
は
約
６
０
２
億
１
，１
０
０
万
円

と
、
当
初
予
算
に
比
べ
て
、
38
億
１
，１
０
０
万

円
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

  

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業

■
「
市
民
が
選
ぶ
予
算
の
使
い
道
」
制
度
に
よ
る

予
算
の
重
点
配
分
事
業

　

高
齢
者
施
設
の
充
実
整
備
や
橘
地
区
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
22
事
業

※
個
人
市
民
税
の
１
％
相
当
額
の
約
１
億
円
を
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
ん

だ
事
業
分
野
に
、
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。
財

源
と
し
て
、
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス

パ
か
ら
の
財
産
貸
付
収
入
の
一
部
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

■
お
だ
わ
ら
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
本
部
事
業

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
普
及
推
進
事

業
や
定
住
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
40
事
業

※
政
策
実
現
宣
言
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
着
実
に

推
進
す
る
「
お
だ
わ
ら
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
本

部
事
業
」
に
、
約
１
億
７
，０
０
０
万
円
を
配

分
し
て
い
ま
す
。

■
総
合
計
画
「
ビ
ジ
ョ
ン
21
お
だ
わ
ら
」
の

　

区
分
に
基
づ
く
主
な
事
業

★
環
境
共
生
都
市

○
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
調
査
研
究

○
身
近
な
み
ち
の
安
全
歩
行
空
間
づ
く
り
事

業
の
実
施

○
国
府
津
駅
前
広
場
の
整
備

★
生
活
福
祉
都
市

○
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
大

○
酒
匂
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

○
災
害
情
報
伝
達
用
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
配
布　
　

★
文
化
創
造
都
市

○
お
だ
ら
っ
子
の
約
束
事
業
の
実
施

○
ス
タ
デ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

○
史
跡
小
田
原
城
跡
整
備
事
業（
馬
出
門
桝
形

門
・
土
塀
の
復
元
整
備
な
ど
）
の
実
施　

★
産
業
自
立
都
市

○
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業
の
実
施

○
小
田
原
・
十
郎
梅
ブ
ラ
ン
ド
向
上
事
業
の

実
施

○
街
な
か
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

★
市
民
参
加
都
市

○
橘
地
域
セ
ン
タ
ー
の
建
設
促
進

○
マ
ロ
ニ
エ
住
民
窓
口
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

開
庁

　

平
成
19
年
度
の
決
算
状
況
は
、
改
め
て
「
広
報

お
だ
わ
ら
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自主財源は、皆さんの納めた税金など、市
が直接調達できる財源です。
依存財源は、国や県から入ってくる財源で、
額が国や県の基準で定められています。

構成比の大きなものから、
民生費、総務費、土木費と
なり、市民生活に密着した
福祉や文化行政、道路の整
備などに重点を置いた予算
になっています。

依存財源　１６３億５，４００万円（２７％）
国庫支出金 ５７億４，８００万円
市債 ３４億９，３００万円
県支出金 ３３億５，９００万円
地方消費税交付金 １９億円
地方特例交付金 ２億７，１００万円
地方交付税 １億５，０００万円
その他（地方譲与税、自動車取得税交付金ほか） １４億３，３００万円

小田原市の

毎
年
６
月
と
12
月
に
公
表
し
て
い

る
小
田
原
市
の
財
政
状
況
。

今
回
は
、
平
成
19
年
度
の
最
終
予

算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
財
政
課　

☎
33
１
３
１
２

財
政
状
況

公債費 ６５億３，４００万円
教育費 ６８億１，０００万円
土木費 ８６億８，９００万円
総務費 ９１億９，０００万円
民生費 １７１億９，５００万円

議会費 ４億２，９００万円
農林水産業費 ８億９，４００万円
商工費 １２億６，５００万円
消防費 ２２億２，２００万円
衛生費 ６２億７，９００万円

その他（労働費、諸支出金、予備費）
 ７億４００万円

平成１９年度
一般会計最終予算（平成２０年３月３１日現在）

自主財源　４３８億５，７００万円（７３％）
市税 ３４３億３，３００万円
繰越金 ３３億１，３００万円
諸収入 ２７億３，２００万円
使用料及び手数料 １６億６，９００万円
分担金及び負担金 ８億５，６００万円
繰入金 ５億８，５００万円
その他（財産収入、寄附金） ３億６，９００万円
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詳しい内容を知りたいかたは…予算書や決算書などは、図書館と市役所４階の行政情報センターで閲覧できます。

競輪からの収益金
がさまざまな事業に
活用されています。

平
成
19
年
度
の
特
別
会
計
最
終
予
算

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を

行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
会

計
で
す
。

　

市
で
は
、
競
輪
や
下
水
道
、
国
民
健
康
保
険
な

ど
の
事
業
を
、こ
の
特
別
会
計
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
企
業
会
計
最
終
予
算

　

企
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、基
本
的
に
、そ
の
事
業
の
収
益
が
財
源
と
な
っ

て
運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。
市
で
は
、
水
道
と
病

院
を
こ
の
企
業
会
計
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

長
期
借
入
金
の
状
況

（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

　

市
の
長
期
借
入
金
（
市
債
）

の
内
訳
で
す
。
一
般
会
計
の
残

高
は
５
１
９
億
８
０
０
万
円
で
、

市
民
一
人
当
た
り
で
計
算
す
る

と
、
26
万
３
，１
０
０
円
に
な

り
ま
す
（
前
年
同
期　

27
万
５
，

７
０
０
円
）。

　

な
お
、
特
別
会
計
と
企
業
会

計
の
合
計
残
高
は
７
０
４
億
５
，

８
０
０
万
円
で
す
。

水道事業会計最終予算
予算現額

収益的収支
水をつくり、送り届ける予算

収入３２億７,１００万円

支出３２億５,３００万円

資本的収支
水を送り届ける施設を造るための予算

収入 ７億９,５００万円

支出２３億３,１００万円

病院事業会計最終予算
予算現額

収益的収支
病院を運営するための予算

収入９３億４,６００万円

支出９６億２,８００万円

資本的収支
施設などの整備にかかる予算

収入 １,５００万円

支出 ６億６,６００万円

小田原駅前整備
９００万円

河川整備
１,２００万円

競輪収益金の使いみち
（平成１９年度予算額３億円）

道路・街路整備
１億４,８００万円

（仮称）城下町
ホールの整備
　　５,４００万円

小・中学校
施設整備
７,１００万円

会計名 予算現額

国民健康保険事業会計 ２０５億９，７００万円

競輪事業会計 １８１億９，０００万円

老人保健医療事業会計 １４７億６，０００万円

下水道事業会計 １０１億３，３００万円

介護保険事業会計 ９２億９，９００万円

宿泊等施設事業会計 ６億７，６００万円

天守閣事業会計 １億６，３００万円

公設地方卸売市場事業会計 １億４，５００万円

国民健康保険診療施設事業会計 ３，９００万円

合計 ７４０億２００万円

残高 前年同期との比較
一般会計

土木債 １４２億６，４００万円 △１０億８，２００万円
教育債 １０６億９，９００万円 △１１億５，８００万円
減税補てん債 ７１億２，２００万円 △３億５，９００万円
総務債 ２２億１，８００万円 △２億５，７００万円
衛生債 １４億７，７００万円 △４億８，４００万円
消防債 １６億６，４００万円 △１億２，０００万円
その他 １４４億６，４００万円 ９億３，２００万円

特別会計
下水道債 ５５６億９，６００万円 △１６億４，２００万円
その他 ９，０００万円 △３，０００万円

企業会計
水道債 １１９億９００万円 △５億円
病院債 ２７億６，３００万円 △４億４，７００万円

市民一人当たりにいくら使われているかを計算してみると…

市民一人当たりの市税納入額
174,000円

市民一人当たりに使われる
合計額
305,200円

【民生費】福祉や子育て環境の充実のために ８７，２００円
【総務費】防災対策・住民登録・市庁舎の維持管理など
のために ４６，６００円

【土木費】道路や公園の整備・まちづくりのために ４４，１００円
【教育費】学校教育・社会教育施設の整備、文化財の保
護のために ３４，５００円

【公債費】借入金の返済のために ３３，１００円
【衛生費】健康や医療、ごみ処理などのために ３１，８００円
【消防費】市民を火災や水害などから守るために １１，３００円
【商工費】商工業・観光の振興のために ６，４００円
【議会費、労働費、諸支出金、予備費】議会の運営など
のために ５，７００円

【農林水産業費】農業・林業・水産業の振興のために ４，５００円
（平成２０年３月３１日現在の住民基本台帳による人口１９７，２７９人で計算）

体育・生涯学習施設整備
６００万円
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市リサイクル率

省資源・循環型社会を目指したまちづくりを進めるため、市一般廃
棄物処理基本計画を改訂しました。
Y環境政策課　☎33-１４７１

　

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は

「
省
資
源
・
循
環
型
社
会
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

市
民
、事
業
者
、行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
、「
発
生
抑
制
・

再
使
用
に
重
点
を
置
い
た
ご
み
の
減

量
化
の
推
進
」、「
ご
み
の
分
別
の
徹

底
と
資
源
化
の
推
進
」、「
安
心
・
安

全
な
ご
み
の
適
正
処
理
」、「
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
施
策
の

柱
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
排
水
処
理
は
、
公
共

下
水
道
に
よ
る
処
理
を
中
心
に
下
水

ごみの分別徹底にご協力を！

市民の皆さんのご協力のおかげで、平
成１６年度から４年連続で「燃せるごみ」
の量が減っていますが、その中には、
紙やプラスチック類など資源としてリサ
イクルできるものが多く含まれています。
ごみの減量化・資源化を進めるため、よ
り一層のごみの分別徹底をお願いします。

ごみの減量化・資源化の推進と
豊かな水環境の保全

ごみを出さない暮らしを心掛けましょう

快適な暮らしを

ごみの
大分別改革以後
２番目に少ない
排出量です！

道
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
下
水
道
全

体
計
画
の
エ
リ
ア
外
は
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
を
図
り
、
豊
か
な
水
環

境
を
守
り
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
４
階
）、
環
境
政
策
課
、
市

立
図
書
館
、
か
も
め
図
書
館
、
マ
ロ

ニ
エ
、
い
ず
み
、
各
支
所
・
連
絡
所

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
書
の
概
要
版
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

文　

加
藤
憲
一

　

４
４
，０
１
８
票
と
い
う
、
実
に
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
託
を
頂
き
、
５
月

24
日
、
第
20
代
小
田
原
市
長
に
就
任
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
登
庁
以
来
、「
市
民
の
皆
さ
ん
の
今

と
こ
れ
か
ら
の
い
の
ち
を
預
か
る
市
長

職
」
と
し
て
の
責
任
の
重
み
を
、
日
を
追

う
ご
と
に
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
市
役

所
の
外
側
か
ら
見
え
て
い
た
部
分
と
、
中

に
入
っ
て
初
め
て
見
え
て
く
る
部
分
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
、
も
ち
ろ
ん
相
当
に
あ
り
ま

す
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢

と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
圧
倒
的
な
ご
支
援
、

そ
し
て
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
支
え

ら
れ
、
職
責
を
全
う
し
て
ゆ
く
勇
気
と
覚

悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
新
し
い
小
田
原
」
へ
の
歩
み
は
、
既

に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
出
来

事
は
、
６
月
10
日
の
市
議
会
定
例
会
初
日

の
傍
聴
者
の
数
で
し
た
。
早
い
方
は
何
と

朝
７
時
半
か
ら
市
役
所
の
玄
関
に
並
び
、

80
人
定
員
の
傍
聴
席
は
す
ぐ
に
満
席
、
入

り
き
れ
な
い
皆
さ
ん
に
は
議
員
談
話
室

に
50
人
、
さ
ら
に
２
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
80

人
と
、
い
ず
れ
も
議
場
外
で
の
モ
ニ
タ
ー

傍
聴
を
し
て
頂
い
た
の
で
す
。
市
議
会
始

ま
っ
て
以
来
の
事
態
だ
そ
う
で
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
期
待
と
、
何
か
あ
れ
ば
参

加
し
よ
う
と
の
熱
意
が
表
れ
た
出
来
事

だ
っ
た
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に

心
強
い
こ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ
こ
の
関
心
の

高
さ
を
持
続
し
て
頂
け
る
よ
う
、
私
も
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

SHISEI
～至誠・市政～
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６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
て
、

国
で
は
環
境
大
臣
が
、
地
域
の

環
境
保
全
や
環
境
美
化
に
大
き
な
功

績
が
あ
っ
た
か
た
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
６
月
11
日
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
地
域
環
境
美
化
功
績
者
と
し
て
、

高
田
第
１
・
２
福
寿
会
（
杉
山
茂
会
長
）、

第
24
区
自
治
会
（
山
口
芳
司
会
長
）、

紀
ノ
宮
老
人
会
（
鈴
木
千
治
会
長
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
高
田
第
１
・
２
福
寿
会
の
主
な
活
動

　

環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
月

に
１
回
程
度
、
自
治
会
内
の
児
童
公
園

や
道
路
、
神
社
境
内
の
除
草
、
美
化
清

環境大臣表彰 受賞！

掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
環
境
美
化
活
動
を

通
じ
て
会
員
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と

も
に
、
会
員
の
美
化
活
動
を
行
う
姿
か

ら
、
地
域
住
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識

啓
発
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

●
第
24
区
自
治
会
の
主
な
活
動

　

月
に
１
回
、
地
域
の
美
化
清
掃
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
環
境
を

良
好
に
保
つ
こ
と
で
、
小
田
原
を
訪
れ

る
か
た
が
た
に
小
田
原
の
良
い
印
象
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
美
化
清

掃
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
住
民
同
士
の

親
睦
や
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
御
幸
の
浜
海
岸
の
海
水
浴

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
海
岸
や
付
近
の
道
路

の
美
化
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
紀
ノ
宮
老
人
会
の
主
な
活
動

　

老
人
会
と
地
域
住
民
が
交
流
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
２
か
月
に
１
回
程
度
、
早
川
駅

周
辺
の
清
掃
を
行
う
ほ
か
、
年
に
数
回
、

紀
伊
神
社
境
内
の
美
化
清
掃
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
清
掃
活
動
を
行
う
高
齢
者

の
姿
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
環
境
美

化
意
識
の
高
揚
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Y環境政策課　☎３３-１４７３

　

就
任
早
々
の
６
月
議
会
に
備
え
る
べ
く
、

就
任
の
ご
挨
拶
の
合
間
を
縫
っ
て
、
各
所

管
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
断
続
的
に
受
け

ま
し
た
が
、
小
田
原
が
直
面
し
て
い
る
課

題
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
っ
と
押
し
寄
せ

て
く
る
厳
し
い
状
況
を
次
か
ら
次
へ
と
伝

え
ら
れ
、
改
め
て
取
り
組
む
べ
き
問
題
の

多
さ
と
、
そ
の
深
刻
さ
を
噛
み
し
め
て
お

り
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
疲
弊
と

弱
体
化
、
各
種
公
共
建
造
物
の
寿
命
、
上

下
水
道
幹
線
の
劣
化
、
急
が
れ
る
都
市
基

盤
の
整
備
、
地
域
福
祉
や
地
域
医
療
の
充

実
に
い
た
る
難
し
い
問
題
、
等
々
。
い
ず

れ
も
、
財
政
的
な
難
し
さ
は
勿
論
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
市
役
所
主
導
の
問
題
解
決
ス

タ
イ
ル
で
は
、
解
法
が
見
出
せ
な
い
も
の

ば
か
り
。
市
が
直
面
す
る
「
事
実
」
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
共
有
し
、
そ
こ

か
ら
共
に
考
え
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
解

決
の
道
を
探
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
議
会
以
降
は
、
重
点
課
題
に
対
応

す
る
庁
内
の
検
討
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
頂
い
て
本
格
的
に

進
め
る
「
新
し
い
小
田
原
」
創
り
の
プ
ロ

セ
ス
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

様
々
な
ご
心
配
や
ご
苦
労
を
お
か
け
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
希
望
を
胸
に
共
に
困

難
を
切
り
拓
く
喜
び
と
、
そ
の
先
に
開
け

て
く
る
確
か
な
未
来
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は

き
っ
と
報
わ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
頂
き
た

い
。
絶
大
な
る
お
力
添
え
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

注目の情報をお届け！

クローズアップ

高田第１・２福寿会
第２４区自治会
紀ノ宮老人会

市内３団体が

６月定例会所信表明
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Y
市
立
病
院
（
産
婦
人
科
外
来
）　

☎
34
３
１
７
５

　

市
立
病
院
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
の
よ
り
一
層
の
安
心
と
快
適
な
入
院
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
分
娩
を
予

約
制
に
し
て
い
ま
す
。
９
月
ま
で
の
里
帰

り
分
娩
を
希
望
す
る
か
た
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

★
帰
省
の
際
は

　

母
体
の
安
全
を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

振
動
の
少
な
い
楽
な
交
通
手
段
を
選
び
、

家
族
の
付
き
添
い
で
帰
省
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
実
家
へ
戻
る
時
期
は
、
医
師

と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

里
帰
り
分
娩

〜
ふ
る
さ
と
で
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
〜

Y
福
祉
政
策
課　

☎
33
１
８
６
７

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
は
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

【
免
除
】

全
額
免
除
、
３
／
４
免
除
、
半
額
免
除
、

１
／
４
免
除
の
４
段
階
で
、
申
請
者
本
人
、

申
請
者
の
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得

に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

【
納
付
猶
予
】

30
歳
未
満
の
か
た
が
対
象
で
、
申
請
者
本
人
、

申
請
者
の
配
偶
者
の
前
年
所
得
に
よ
り
審
査

し
ま
す
。

■
承
認
期
間　

７
月
〜
翌
年
６
月

■
受
付　

市
役
所

■
必
要
な
も
の

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
、印
鑑（
本

人
申
請
の
場
合
は
不
要
）、
失
業
な
ど
を

■
検
診
時
に
必
要
な
も
の

掛
か
り
つ
け
医
の
紹
介
状
、
母
子
手
帳
、

健
康
保
険
証　

■
入
院
時
に
必
要
な
も
の

診
察
券
、
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
な
ど

★
先
輩
マ
マ
よ
り

　

初
め
て
の
妊
娠
。
塩
分
、
糖
分
の
取
り
過

ぎ
な
ど
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
体
重
管
理
も
そ

の
一
つ
。
大
き
く
な
る
お
な
か
と
増
え
る
体

理
由
と
す
る
場
合
は
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
の
写
し
な
ど

○
申
請
時
の
希
望
に
よ
り
、
翌
年
度
以
降

継
続
し
て
免
除
の
審
査
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
一
部
免
除
を
承
認
さ
れ
た
か

た
や
失
業
な
ど
特
例
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
か
た
は
翌
年
度
も
申
請
が
必
要
で
す
。

○
免
除
期
間
中
は
受
給
資
格
期
間
に
入
り

ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は
承
認
さ

れ
た
免
除
額
に
よ
り
減
額
し
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
承
認
を
受
け
た

月
以
降
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す
（
３
年
度
目
か

ら
は
加
算
金
が
つ
き
ま
す
）。

重
に
不
安
が
い
っ
ぱ
い
。
安
定
期
以
降
は

適
度
に
体
を
動
か
し
た
ほ
う
が
よ
く
、
毎

日
散
歩
を
し
ま
し
た
。

　

家
事
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
運
動
量
。
特
に

し
ゃ
が
む
姿
勢
が
よ
く
、
床
の
ぞ
う
き
ん

が
け
や
ト
イ
レ
掃
除
を
張
り
切
っ
て
し
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
市
県
民
税
を
納
付
し

た
か
た
で
、
平
成
19
年
中
の
所
得
が
減

り
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
か
っ
た
か
た

へ
の
市
県
民
税
の
還
付
申
告
の
受
け
付

け
は
７
月
31
日
E
ま
で
で
す
。
お
早
め

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

市
民
税
課
（
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
・
連
絡
所
は
提
出
の
み
）

持
ち
物　

印
鑑
、
身
分
証
明
書

申
告
を

お
忘
れ
な
く

Y
体
育
協
会　
☎
38
３
３
１
０

　

ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
38
１
１
４
９

●
開
会
式　
　

７
月
15
日
C

●
閉
会
式　
　

７
月
27
日
A

●
地
区
対
抗
競
技

　

７
月
20
日
A
・
27
日
A

●
オ
ー
プ
ン
競
技

　

７
月
19
日
G
・
23
日
D

場
所　

小
田
原
ア
リ
ー
ナ　

ほ
か

※
詳
し
く
は
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://odaw
ara-taikyo.or.jp/

市
民
総
合

体
育
大
会

Y
市
民
税
課　

☎
33
１
３
５
１
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食
事
代
等
減
額
認
定
証

　

７
月
31
日
ま
で
の
次
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
か
た

に
は
、
更
新
用
の
手
続
き
書
類
を
お
送
り

し
ま
し
た
（
74
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
か
た
は
、
７
月
に
手
続
き
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
）。

　

新
た
に
認
定
証
の
取
得
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
を
持
参
し
て
、

保
険
課（
市
役
所
２
階
）、各
支
所
・
連
絡
所
、

マ
ロ
ニ
エ
・
い
ず
み
住
民
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
限
度
額
認
定
証
（
国
民
健
康
保
険
）

入
院
時
、
医
療
機
関
で
支
払
う
一
部
負

担
金
が
一
定
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

対
象　

70
歳
未
満
の
か
た

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
）

入
院
時
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
と
食
事
代
な
ど
が
一
定
限

度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

対
象　

市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た

※
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
世
帯
の
か
た
は

認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Y
保
険
課（
後
期
高
齢
者
医
療
）　

☎
33
１
８
４
３　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
）　

☎
33
１
８
４
５

食
事
代
等
減
額
認
定
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
各
種
切
り
替
え

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

❶
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

一
部
負
担
金
の
割
合
に
変
更
が
あ
る
か
た

に
、
新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

❷
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

す
べ
て
の
対
象
者
に
、
新
し
い
受
給
者
証

を
７
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

※
一
部
負
担
金
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

た
に
は
、
す
で
に
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
ご
確
認
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
20
年
度
の
住
民
税
に
係
る
課
税
所
得

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
た
め
、
３
割
負

担
と
判
定
さ
れ
た
か
た
の
う
ち
、
平
成
19

年
中
の
収
入
合
計
額
が
次
の
基
準
額
を
満

た
す
場
合
は
、
負
担
割
合
が
１
割
に
変
更

さ
れ
ま
す
。（
①
②
は
別
々
に
判
定
）

①
同
じ
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
が
、

○
１
人
だ
け
の
場
合
…
３
８
３
万
円

○
２
人
以
上
の
場
合
…
５
２
５
万
円

②
同
じ
世
帯
内
の
70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
が
、

○
１
人
だ
け
の
場
合
…
３
８
３
万
円

○
２
人
以
上
の
場
合
…
５
２
５
万
円

▼
３
割
負
担
と
判
定
さ
れ
た
か
た
で
、
次

の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
１
か
月
に

医
療
機
関
へ
支
払
う
自
己
負
担
限
度
額

が
「
一
般
」
に
な
り
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
本
人
の
収

入
額
が
３
８
３
万
円
以
上
だ
が
、
同
じ

世
帯
内
の
70
〜
74
歳
の
か
た
の
収
入
額

と
合
わ
せ
る
と
５
２
０
万
円
未
満
と
な

る
場
合

②
70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

本
人
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
以
上

だ
が
、
同
じ
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
収
入
額
と
合
わ
せ
る
と

５
２
０
万
円
未
満
と
な
る
場
合▲このマークは、県後期

高齢者医療広域連合
のロゴマークです。

Y暮らし安全課　☎３３-１８５１

【スローガン】　「安全は　心と時間の　ゆとりから」
　　　　　　 「交通ルールを守って　夏を楽しく安全に」

【重点】　❶過労運転・無謀運転の防止
　　　　❷子どもと高齢者の交通事故防止
　　　　❸自転車の交通事故防止

７月１１日m～２０日h

夏の交通事故防止運動
Y
ま
ち
づ
く
り
景
観
課

　

☎
33
１
５
９
５

　

広
報
お
だ
わ
ら
６
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
国
府
津
駅
前
広
場
整
備
事

業
は
、
そ
の
完
成
時
期
を
６
月
末
に

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
工
事
の
遅
れ

な
ど
に
よ
り
、
７
月
に
ず
れ
込
む
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

駅
利
用
の
皆
さ
ん
や
近
隣
に
お
住
ま

い
の
か
た
へ
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
早
期

完
成
に
向
け
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
府
津
駅
前
広
場
工
事

完
成
時
期
変
更
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郷
土
文
化
館
で
は
今
秋
、
益
田
鈍
翁
の
生
誕
１
６
０
年
を
記
念
し
て
、
松
永
記

念
館
で
特
別
展
を
開
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
鈍
翁
の
人
物
像
と
、
鈍
翁
か
ら
始
ま
っ
た
小
田
原
の
近
代
茶
道
の

歩
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

　
『
小
田
原
三
茶
人
』
の
一
人
と
し
て
名

を
は
せ
た
益
田
鈍
翁
。
明
治
・
大
正
時
代

を
代
表
す
る
実
業
家
と
し
て
数
多
く
の
偉

業
を
残
し
ま
し
た
。

　

１
８
４
８
（
嘉
永
元
）
年
、
下
級
幕
臣

の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
鈍
翁
は
、
わ
ず
か

12
歳
で
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
通
訳
に
抜
擢

さ
れ
、
17
歳
の
若
さ
で
第
２
次
遣
欧
使
節

に
同
行
し
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
見
聞

を
広
め
た
こ
と
が
、
後
の
実
業
界
で
の
大

活
躍
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
、
三
井
物
産

初
代
社
長
に
就
任
、
外
国
商
人
の
独
占
状

態
と
な
っ
て
い
た
海
外
貿
易
に
切
り
込
み

生
誕
１
６
０
年
、
益ま

す

田だ

鈍ど
ん

翁の
う

の
記
憶

〜
Ｄド

ゥ
ーｏ　

Ｙユ
ーｏ
ｕ　

Ｋ
ノ
ウｎｏ
ｗ　

鈍
翁
？ 

① 

〜

ま
し
た
。
三
池
炭
鉱
の
購
入
や
戦
争
特
需

に
乗
じ
て
、
ば
く
だ
い
な
利
益
を
稼
ぎ
、

『
総
合
商
社
』
と
呼
ば
れ
る
日
本
独
特
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
完
成
、
ま
さ
に
今
日

の
〝
貿
易
立
国
・
ニ
ッ
ポ
ン
〞』
の
先
駆
け

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
金
が
欲
し
く
て
や
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
、
仕
事
が
し
た
い
の
だ
」
そ
の
眼
は

常
に
、
企
業
の
利
益
よ
り
も
国
家
や
人
の

利
益
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

私
費
を
投
じ
て
中
外
物
価
新
報
（
現
在

の
日
本
経
済
新
聞
）
を
創
刊
し
た
の
も
、

広
く
経
済
情
報
を
発
信
し
よ
う
と
の
発
想

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

明
治
時
代
、

板
橋
に
『
掃
雲
台
』
を
構
え
、

小
田
原
に

新
し
い
茶
人
文
化
を

開
花
さ
せ
た
益
田
鈍
翁
を

ご
存
知
で
す
か
？

Y
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー　

☎
34
７
３
２
５　
　

環
境
政
策
課　

☎
33
１
４
７
１

　

家
族
団
ら
ん
や
友
だ
ち
同
士
で
盛
り

上
が
る
夏
の
定
番
的
遊
び
と
言
え
ば
、
花

火
！
大
小
、
色
と
り
ど
り
、
子
ど
も
か

ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、

み
ん
な
の
心
を
和
ま
せ
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
思
い
切
り
楽
し
く
遊
ん
だ
後

夏
！ 

楽
し
く
遊
ん
で
し
っ
か
り
始
末
！

〜
ご
み
の
出
し
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
〜

Y
環
境
保
護
課

　

☎
33
１
４
８
２

　

小
田
原
警
察
署　

地
域
課

　

☎
32
０
１
１
０

　

深
夜
（
午
後
10
時
〜
翌
午
前
６
時
）

に
公
共
の
場
所
で
大
き
な
音
が
出
る
花

火
を
す
る
こ
と
は
、
県
・
市
の
条
例
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
配
慮
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
快
適
に
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

深
夜
の
花
火
で
迷
惑
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
最
寄
り
の
交
番
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
日
ご
ろ
、
迷
惑
花
火

で
お
悩
み
の
か
た
は
、
環
境
保
護
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

花
火
は
、近
所
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

は
、し
っ
か
り
と
後
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
用
済
み
の
花
火
・
マ
ッ
チ
類
は
発
火

し
な
い
よ
う
水
に
濡
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、指
定
ご
み
袋
（
燃
せ
る
ご
み
用
）

に
入
れ
、
燃
せ
る
ご
み
の
日
に
ご
み
集
積

所
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

【
お
わ
び
と
訂
正
】

広
報
お
だ
わ
ら
い
ふ
６
月
15
日
号
・
健
康
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
た
「
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
電
話
の
み
と
な
り
ま
す
（
メ
ー
ル
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
）。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Y
小
田
原
検
察
審
査
会

　
（
横
浜
地
方
裁
判
所
小
田

原
支
部
内
）

　

☎
22
６
１
８
６

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴

し
て
く
れ
な
い
、
と
い
う
不
満
を
お
持

ち
の
か
た
は
検
察
審
査
会
に
事
件
審
査

の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　

無
料
、
秘
密
厳
守
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！

検
察
審
査
会
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Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
３
９

　

県
西
地
域
合
併
検
討
会
（
小
田
原
市
・

南
足
柄
市
・
中
井
町
・
大
井
町
・
松
田
町
・

山
北
町
・
開
成
町
・
箱
根
町
・
真
鶴
町
・

湯
河
原
町
の
２
市
８
町
で
構
成
）
で
は
、

合
併
検
討
の
背
景
や
そ
の
利
点
・
課
題
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
に
密
接

な
事
務
事
業
の
比
較
、
財
政
推
計
な
ど
を

行
い
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
や

将
来
像
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
検
討
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
県
西
地
域
市
町
の

県
西
地
域
の
合
併
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

〜
市
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
〜合

併
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
』

を
２
市
８
町
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た

が
、
本
市
で
は
、
こ
の
内
容
を
報
告
し
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え

る
機
会
と
し
て
、
全
市
民
向
け
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。　

日
時　

７
月
25
日
F
19
時
〜
20
時
30
分

場
所　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容　

検
討
結
果
の
概
要
説
明

　
　
　

市
長
と
の
意
見
交
換

定
員　

３
０
０
人
・
先
着
順

主
催　

小
田
原
市

※
ご
来
場
の
際
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
県

西
地
域
市
町
の
合
併
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
』（
広
報
お
だ
わ
ら
６

月
１
日
号
と
併
せ
て
配
布
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Y
・
申
込　

環
境
保
護
課

　

☎
33
１
４
８
２

　

公
害
分
析
室
で
水
質
実
験
が
で
き
ま
す
。

日
時　

夏
休
み
期
間
（
７
月
21
日
〜
８

月
31
日
）
の
毎
週
水
曜
日
13
時

30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

市
役
所

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
の

個
人
か
グ
ル
ー
プ
各
５
組
・
先

着
順

申
込　

希
望
日
の
５
日
前
ま
で
に
、住

所
・
名
前
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
・
や
り
た
い
実
験
を
直
接
。

※
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
テ
ィ
お
だ
わ
ら
対
象

事
業（

自
由
）で
す
。
詳
し
く
は

広
報
お
だ
わ
ら
い
ふ
15
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 夏

休
み

開
放
実
験
室

Y
県
建
設
業
課

　

☎
０
４
５-

２
１
０-

６
３
１
５

　

暮
ら
し
安
全
課

　

☎
33
１
３
８
３

　

不
動
産
の
購
入
な
ど
不
動
産
取
引
に

必
要
な
基
本
的
知
識
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　

７
月
18
日
F
13
時
〜
16
時

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き

内
容　

❶
資
金
計
画　

❷
重
要
事
項
説

明
書　

❸
買
換
え
時
の
注
意
点

❹
契
約
時
の
注
意
点　

❺
よ
い

広
告
の
選
び
方　

❻
媒
介
契
約

❼
よ
い
業
者
の
選
び
方　

❽
不

動
産
取
引
と
税
金　

❾
現
地
調

査
の
ポ
イ
ン
ト

知
っ
て
お
き
た
い

不
動
産
取
引
の

知
識
・
説
明
会

Y
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33
１
８
８
１

　

自
分
時
間
手
帖
本
誌
の
ほ
か
に
別
冊

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
ん
【
夏
号
】
を
発
行
し
、

よ
り
き
め
細
か
い
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報
を
掲

載
し
ま
す
の
で
、
夏
休
み
や
今
後
の
学
習

自
分
時
間
手
帖ち

ょ
う

別
冊
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
ん
夏
号
を
発
行

〜
７
月
中
旬
〜

計
画
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
、
市
役
所

（
生
涯
学
習
政
策
課
）、
図
書
館
、
各
支
所
・

連
絡
所
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布

し
ま
す
。

　クリーニングトラブルには
「戻ってきたものが違う」「シ
ミがついてる」「変色してしまっ
た」などがあります。
　クリーニングに衣料品を出す
際には、点数・種類・シミ・虫
食い・ほつれなどをクリーニン
グ店と一緒に確認することが大
切です。
　気になる時には、クリーニン
グ方法などを積極的に尋ねま
しょう！

衣類の入れ替えを行うこの季節

クリーニングトラブルに
要注意！

くらしの豆知識
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身
近
に
あ
る  

小
田
原
の
史
跡

〜
桜
井
・
富
水
地
区
編
〜

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
だ
わ
ら
っ
子
・
太
郎

君
（
以
下
、
太
郎
）。
今
日
は
、
野
外
授
業

で
川
西
地
区
の
史
跡
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め

に
、
先
生
と
栢
山
の
酒
匂
川
土
手
へ
や
っ
て

き
ま
し
た
。

太
郎　

先
生
、
こ
こ
桜
井
地
区
に
は
水
路
が

多
い
で
す
ね
。

先
生　

こ
の
辺
り
は
水
田
地
帯
。
か
ん
が
い

用
水
路
の
多
く
は
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
ん

だ
。
水
路
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
酒
匂
川

に
つ
な
が
る
よ
。
そ
れ
か
ら
排
水
路
も
あ
る
。

地
下
水
が
わ
き
出
て
湿
田
に
な
る
と
稲
が
育

た
な
く
な
る
か
ら
、
堀
を
造
っ
て
地
下
水
を

流
し
た
ん
だ
。
二
宮
金
次
郎
さ
ん
が
造
っ
た

報
徳
堀
は
有
名
だ
ね
。

太
郎　

昔
造
ら
れ
た
水
路
を
利
用
し
て
い

る
な
ん
て
す
ご
い
で
す
ね
。
あ
れ
っ
、
こ
こ

坂
口
堤
の
石
に
書
い
て
あ
る
水
神
っ
て
何
で

し
ょ
う
？

私
た
ち
の
身
近
に
数
多
く
残
る
史
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
成
り
立
ち

や
先
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
静
か
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

日
々
変
化
す
る
ま
ち
な
み
の
中
で
、
郷
土
の
歴
史
を
記
憶
に
と
ど
め
、
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
回
か
ら
川
西
地
区
（
旧
小
田
原
町

を
除
く
）
を
５
地
区
に
分
け
て
連
載
（
５
回
）
で
お
届
け
し
ま
す
。
第
１
回

は
桜
井
・
富
水
地
区
。

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
４

先
生　

こ
れ
は
水
神
碑
。
水
神
は
水
難
か
ら

守
る
神
、
稲
作
の
神
な
ど
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
い
て
、
水
田
地
帯
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
あ
る
よ
。
柳
新
田
の
稲
荷
神
社
や
堀
之
内

の
若
宮
八
幡
神
社
に
も
あ
る
ん
だ
よ
。

太
郎　

こ
の
土
手
に
は
大
き
な
松
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。

先
生　

こ
こ
は
、
江
戸
時
代
に
護
岸
や
水
防

資
材
と
し
て
松
が
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
だ
。

太
郎　

へ
ぇ
、
人
は
洪
水
か
ら
地
域
を
守
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
き
た
ん

で
す
ね
。

先
生　

栢
山
神
社
の
そ
ば
に
残
っ
て
い
る
防

水
林
は
〝
水
神
の
森
〞
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
洪

水
よ
け
の
働
き
を
し
て
い
た
そ
う
だ
よ
。
そ

れ
で
も
明
治
の
洪
水
で
は
、
こ
の
近
く
の
家

が
13
軒
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
け
ど
ね
。

太
郎　

そ
れ
は
恐
ろ
し
い（
驚
）！

先
生　

中
曽
根
に
あ
る
五
社
稲
荷
神
社
の
鎮

守
の
森
も
防
水
林
だ
ね
。
ほ
か
に
も
洪
水
へ

の
備
え
が
わ
か
る
所
が
あ
る
よ
。
小
田
原
ア

リ
ー
ナ
の
近
く
の
土
手
は
玄げ

ん

蕃ば

堤づ
つ
み

と
呼
ば
れ

て
い
る
け
ど
、
こ
の
堤
の
集
落
側
に
は
霞か

す
み

堤て
い

と
い
う
控
え
堤
が
あ
る
ん
だ
。

太
郎　

あ
ぁ
、
土
手
が
二
重
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
な
。

先
生　

そ
う
だ
よ
。
控
え
堤
は
遊
水
機
能
に

よ
っ
て
、
洪
水
時
の
堤
防
決
壊
や
二
次
災
害

を
小
さ
く
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

太
郎　

な
る
ほ
ど
！

先
生　

そ
う
だ
、
太
郎
君
に
見
せ
た
い
も
の

が
あ
る
ん
だ
よ
。
飯
田
岡
に
あ
る
福ふ

く

田で
ん

寺じ

ま

で
少
し
足
を
延
ば
し
て
み
よ
う
。

太
郎　

わ
ぁ
、こ
ん
な
と
こ
ろ
に
舟
が
あ
る
！

先
生　

こ
の
高
瀬
舟
は
ね
、
明
治
の
こ
ろ
に

造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。
戦
後

の
狩
川
の
は
ん
ら
ん
で
飯
田
岡
橋
が
流
失
し

た
時
に
は
、渡
し
舟
に
用
い
ら
れ
た
そ
う
だ
よ
。

太
郎　

ほ
、
ほ
ぉ
、
桜
井
・
富
水
地
区
の
歴

史
は
ま
さ
し
く
、
川
の
は
ん
ら
ん
と
の
戦
い

の
歩
み
な
ん
で
す
ね
。

堀之内若宮八幡神社玄蕃堤と霞堤福田寺の高瀬舟坂口堤と水神碑

『身近にある 小田原の史跡 川西版』を
刊行しました

この本を片手に、小田原のまちを歩い
てみませんか。

販売場所
行政情報セン
ター（市役所４
階）、市立図書
館、かもめ図
書館、文学館
／１冊７００円

14
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元
気
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
の
笑
顔
は
、

見
て
い
る
人
た
ち
に
も

力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、

す
て
き
な
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
の

な
熱
戦
を
最
高
得
点
（
５
，４
６
９
点
）
で
制
覇
。

　
「
初
め
て
の
１
番
。
と
に
か
く
、
よ
っ

し
ゃ
ぁ
！
と
い
う
感
じ
で
し
た
」
稀
代
の
ス

パ
ー
ス
タ
ー
の
予
感
。

　

将
来
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
陸
上
選
手
の

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
。
裏
方
に
回
っ
て
、
選
手
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
人
生
＝
陸
上
で
す
」
志

は
高
く
、
夢
は
大
き
く
。

　
「
で
も
、
今
を
楽
し
く
（
笑
）。
思
い
切
り
、

高
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
で
す
」

　

屈
託
の
な
い
笑
顔
が
印
象
的
な
松
下
さ
ん
で

し
た
。

５月に行われた全国高校体育大会県予
選会（兼県高校総合体育大会）男子８
種競技で県高校新記録を樹立

松下 祐樹さん
（国府津在住・小田原高校2年）

　
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

日
に
焼
け
た
肌
と
白

い
歯
は
、ま
さ
に〝
ナ

イ
ス
ガ
イ
〞。

　
「
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
毎
日
、
外
を
駆
け

回
っ
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
と
に
か
く
、

体
を
動
か
す
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
ね
」

野
球
少
年
の
陸
上
と

の
出
会
い
は
、
国
府

津
中
に
入
っ
た
こ
ろ
。

　
「
百
十
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル
と
走
り
高

跳
び
で
全
国
大
会
に
出
場
。
陸
上
な
ら
誰
に
も

負
け
な
い
か
な
っ
て
、
自
信
を
持
ち
始
め
た
時

期
で
し
た
」
小
田
原
高
に
入
学
し
本
格
的
に
取

り
組
み
始
め
る
と
、
そ
の
素
質
は
さ
ら
に
開
花
。

８
種
競
技
と
い
う
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
の
道
へ
。

　
「
走
る
・
跳
ぶ
・
投
げ
る
。
ど
れ
か
に
優
れ

て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
全
て
を
こ

な
せ
る
人
は
、
そ
う
多
く
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

な
ら
、
自
分
が
そ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
そ

う
と
思
い
ま
し
た
」
晴
れ
の
舞
台
と
な
っ
た
全

国
高
校
体
育
大
会
県
予
選
会
。

　

高
校
記
録
（
４
，９
９
２
点
）
を
上
回
る
５
，

０
０
０
点
台
が
続
出
す
る
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル

　

中
学
校
で
は
、
２
学
期
制
の
導
入
や
学
校
週
５

日
制
に
伴
い
、
夏
休
み
中
も
部
活
動
や
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
、
個
別
指
導
な
ど
の
学
内
活
動
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
快
適
な
学
校
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
度
の
中
学
校
10
校
の
整
備
に
よ
り
、

全
中
学
校
の
管
理
諸
室
な
ど
（
職
員
室
、
校
長
室
、

事
務
室
、
保
健
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
）
へ
の
設
置
は

完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
エ
ア
コ
ン
は
、
電
気
代
や

工
事
費
用
の
負
担
が
少
な
い
氷

こ
お
り

蓄ち
く

熱ね
つ

式し
き

で
す
。
現

在
、
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
を
抑
え
る
、
と
て
も
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
設
備

で
す
。

※
氷
畜
熱
式
エ
ア
コ
ン
…
夜
間
の
電
力
で
氷
を
つ

く
り
、
昼
間
そ
の
氷
の
冷
気
で
室
内
を
冷
や
し

ま
す
。

●
こ
ん
な
取
り
組
み
も
！

　

橘
中
学
校
で
は
、
夏
の
直
射
日
光
を
避
け
る
た

め
校
舎
に
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
つ
く
り
、

快
適
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
太
陽
光
・

風
力
発
電
で
パ
ソ
コ

ン
や
蛍
光
灯
の
一
部

の
電
力
を
賄
っ
て
い

ま
す
。

Y教育政策課　☎３３-１６７３

エコロジーで蒸し暑い夏を
快適に過ごそう！
～環境に配慮した学校施設の整備～

室外機

グリーンカーテン

ズームイン

太陽光・風力発電



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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日
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在 

小
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９
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０
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８
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 希
のぞみ

さん
（６年生）

足柄小学校
（生徒数：４９９人）

一
人
一
人
が
主
役
、
に
こ
に
こ
お
話
会

　

足
柄
小
学
校
に
は
、「
に
こ
に
こ
班
」
と
い

う
１
〜
６
年
生
ま
で
を
縦
割
り
に
編
制
し
た
班

活
動
が
あ
り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
楽
し
い
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て

過
ご
す
の
で
、
兄
弟
の
よ
う
に
仲
良
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

活
動
の
一
環
と
し
て
、
６
年
前
よ
り
開
か
れ

て
い
る
の
が
「
に
こ
に
こ
お
話
会
」
で
す
。
班

の
メ
ン
バ
ー
20
数
人
を
前
に
し
て
、
一
人
一
人

が
話
を
し
ま
す
。高
学
年
２
分
、中
学
年
１
分
半
、

低
学
年
１
分
を
目
安
に
し
て
、
メ
モ
な
ど
は
見

な
い
で
話
せ
る
く
ら
い
に
な
る
ま
で
練
習
を
重

ね
て
参
加
し
ま
す
。
高
学
年
に
な
る
と
、
ゆ
っ

く
り
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
余
裕
を
持
っ
て
話

せ
る
人
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

話
の
テ
ー
マ
は
、例
え
ば
、「
私
の
宝
物
」「
ぼ

く
は
、
○
○
博
士
」「
私
の
お
す
す
め
の
本
」「
私

の
夢
」「
○
○
の
思
い
出
」
な
ど
多
彩
で
す
。
思

わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
愉
快
な
話
、
真

剣
に
う
な
ず
い
て
し
ま
う
良
い
話
、
友
達
の
意

外
な
一
面
が
分
か
り
楽
し
く
な
る
話
な
ど
、
全

員
の
話
が
終
わ
る
ま
で
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

話
す
人
が
一
生
懸
命
な
の
で
、
聞
く
人
も
よ

く
聞
き
、
互
い
に
理
解
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

話
に
つ
か
え
る
友
達
が
い
て
も
、
じ
っ
と
待
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
緊
張
感
の
あ
る
「
に
こ
に
こ
お
話

会
」
で
す
が
、
話
が
終
わ
り
、
聞
き
手
か
ら
う

れ
し
い
感
想
を
も
ら
っ
た
一
人
一
人
の
顔
は
、

達
成
感
で
輝
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
来
年
は

○
○
さ
ん
の
よ
う
に
上
手
に
話
し
た
い
な
」
と

上
級
生
へ
の
憧
れ
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育政策課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

私は、「にこにこお話会」での
みんなのお話が好きです。将来
の夢や得意なことなどをいろい
ろ話してくれます。緊張してし
まう子もいますが、とても楽しい
お話をしてくれます。私も緊張
してしまいますが、みんなが真
剣に聞いてくれているのを見る
と、とてもうれしくなります。今
年の「お話会」も楽しみです。

　スイレンは、スイレン科の宿根草、
夏の水生植物の代表的なもので、
耐寒性の有無により熱帯性、温
帯性に分けられます。
　熱帯性スイレンは、熱帯・亜
熱帯地域に自生し、寒さに弱い
ため日本では温室で栽培されるこ
とが多く、周年にわたり開花する
性質を持っています。また、昼咲
きと夜咲きがあり、花の色は赤、
ピンク、白、青などとても豊富です。
　温帯性スイレンは、５～９月ころ
までに次々と花を咲かせ、ご家
庭でもスイレン鉢に水をためて栽
培できます。

さまざまな花に彩られ、
四季折々の表情を見せるおだわら。
毎月、花の名所を紹介します。

小田原フラワーガーデン

Yフラワーガーデン　☎３４-２８１４
　http://www.city.odawara.
　kanagawa.jp/public-i/
　park/o-furawa.html

15その

熱帯性スイレン

内
うち

田
だ

 有
ゆ

美
み

さん
（５年生）

一人一人が話す内容を一生
懸命考えて発表します。みん
なのお話を聞いていると楽し
いです。分かりやすくグラフ
にしたり、絵に表したりする
工夫も“すごいなあ”と思いま
す。私もみんなの良いところ
を見習って、今年の「にこに
こお話会」でたくさんの拍手
がもらえるように頑張ります。

温帯性スイレン
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